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はじめに

 アスペルガー障害は、自閉症と同様のタイプの

相互的な社会的関係の質的障害に特徴づけられる

が、言語や認知面の発達の遅れが目立たない点で

自閉症とは異なる。また、診断基準、生活上の特

徴、障害などが広 く知られていないため、見逃さ

れやす く、有効な治療方法は確立されていない。

 そこで、アスペルガー障害と診断される患者に

ダンスセラピーを試みたところ、セッション場面

だけでなく、デイケア、日常生活において対人関

係の改善が認められたので、そのセッションの経

過と対人関係の変化を報告する。

症例 20歳 女性 Y子

現病歴 一歳時、言葉の遅れか らス ピーチクリ
ニックで遊戯療法を受け始め、すぐに言葉は出現

した。集団に入れず、自閉的な生活を送 り、小児

自閉症 と診断される。養護学級 を勧められるが、

両親の希望で普通学級へ進み、いじめを受けたこ

ともある。パニックを起こしやすく、中学 ・高校

は何 とか卒業 したが、大学はパニックから登校拒

否を呈 して一年で中退 した。その後、家で自閉的

な生活を送っていたが、知人に紹介されて当院を

受診することとなる。

 来院当初、患者は対人場面での相互性が欠如 し

てお り、人と目を合わそうとせず、表情 も乏しかっ

た。また、非現実的な話題や誇大的言動に固執 し、

会話が成立せず、その結果パニックを起 こすため

集団に入っていくのは困難であった。一方、自分
のからだに固執 し、O脚 矯正のためにもス トレッ

チを独 自に頻繁に行っていた。痩せているのにダ

イエットしたいなど身体 イメージ障害が認められ

た。

 一度決めたことはかたくなにこだわり、変更さ

れたり失敗するとパニックを起 こした。

 そこで医師の判断により、集団で行われるデイ

ケアに参加する前に、ダンスセラピーの個人セッ

ションを行 うことにした。

ダンスセラピ-の 経過

 Y子 の初診からデイケア卒業 までの三年間を、

四期間に分ける。

第1期: 平成6年4月 ～10月(個 人/毎 週)

 初回から抵抗することなく、セラピス ト(以 下

Th)が 音楽をかけるとO脚 矯正のス トレッチを始

め る。ThはY子 を真 似 て ス トレ ッチ す る。

 3回 目の セ ッ シ ョンか ら はス トレ ッチ の 後 に、

ボ デ ィ ワー クや 二 人 組 み の 脚 の ス トレ ッチ を行 う。

また 、 セ ッ シ ョンの 後 半 に は音 楽 の テ ンポ を速 め

て リ ズム 運動 をす る。 初 め の う ちは 音 楽 をか け て

Thが 動 くと、Y子 はサ イ ドス テ ップ を始 め るが 、

Thが 動 き を変 化 させ る の に合 わ せ て模 倣 す る よ

う にな る 。

 ス トレ ッチ で は 柔 軟 性 を発揮 した が 、 リ ズム に

合 わ せ て協 調 運 動 か らは 各 関 節 の 堅 さ と、 そ れ に

伴 い リズ ム に合 わ せ て動 くこ との 困 難 さが認 め ら

れ た 。

第2期: 平 成6年11月 ～7年4月(グ ル ー プ/隔

週)

 セ ッ シ ョ ン中 はThの 近 くに位 置 し、パ ニ ッ ク を

起 こす こ とな く集 中 して い る 。 時 に はY子 の持 参

した 音 楽 をな が し、 ○脚 矯 正 を他 の メ ンバ ー に指

導 す る よ うに な る 。 しか し、 み ん な の 反応 を無 視

して独 自 に行 っ て い る の み で あ る 。

第3期: 平 成7年5月 ～8年4月(グ ル ー プ/隔

週)

 他 ク リニ ッ ク との デ イケ ア交 流 会 に お け る ダ ン

ス の練 習 で は 、慣 れ な い動 きは他 の メ ンバ ー と比

べ 、 習得 が遅 い こ とが み とめ られ たが 、繰 り返 し

の練 習 に も熱 心 に参 加 した。

第4期: 平 成8年5月 ～9年4月(グ ル ー プ/隔

週)

 ダ ンス をす る時 に笑 顔 が 出 る よ うに な り、 ま た

他 の メ ンバ ー を ダ ンス に誘 っ た りす る な ど、友 だ

ち付 き合 い が 出来 る よ うに な っ た。

考 察

 ア ス ペ ル ガ ー 障害 の患 者 は言 語 あ る い は認 知 的

発 達 の遅 れ は み られ な いが 、 関心 と活 動 の範 囲が

限 局 的 で あ る た め 、 対 人 関 係 に お い て コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ンの不 器 用 さ と新 しい こ とを受 け 入 れ る

の に 時 間 が か か る とい う点 が 見 て取 れ る 。

 今 回 はY子 が ○脚矯 正 に 関心 が あ っ た た め 、 ダ

ンス の セ ッ シ ョ ン に抵 抗 な く参 加 す る こ とが で き

た 。 また 、個 人 セ ッ シ ョ ンか らグ ル ー プ セ ッ シ ョ

ンへ の 移行 の体 験 が効 果 を奏 し、非 言語 的 な 関 わ

りだ け で な く言語 的 に も コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン を取

ろ う とす る よ うに な っ て い っ た 。 そ して 、 集 団 の

中 で パ ニ ッ ク を起 こ さず に い られ る よ うに な っ た 。

Y子 に とっ て ダ ンス セ ラ ピー は 自分 が受 け 入 れ ら

れ た と感 じ られ る 「場 」 で あ り、 そ の結 果精 神 症

状 が 安 定 し、対 人技 能 を身 につ け て い け た の で は

な い か と考 え られ た 。
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